
　

今
お
読
み
の
紙
面
、
松

本
市
公
民
館
報
の
鎌
田
地

区
版
「
か
ま
だ
」
の
編
集

を
６
人
の
委
員
で
担
当
し

て
い
ま
す
。
毎
月
開
催
の

編
集
会
議
で
は
記
事
の
題
材
を
探
す
の
が
大
変
で
、

頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
次
号
の
企
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

原
稿
は
地
域
に
密
着
し
た
事
柄
を
正
確
に
分
か

り
や
す
く
、
ま
た
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
、
委
員
が
手
分
け
し
て
取
材
・
執
筆
を

し
て
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
会
で
は
、
読
後
の
ご
意
見
や
感
想
、
載

せ
て
ほ
し
い
記
事
等
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
地
域
課
題
や
地

域
づ
く
り
と
い
う
言
葉
を

聞
く
機
会
が
多
い
と
思
い

ま
す
。「
鎌
田
地
区
っ
て

ど
ん
な
所
？
」
と
調
べ
る

中
学
生
の
記
事
を
見
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

運
営
委
員
会
で
は
公
民
館
の
在
り
方
や
運
営
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
幅
広
い

年
代
に
通
じ
る
よ
う
な
講
座
や
行
事
を
考
え
る
な

か
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
希
望
・
要
望
が
あ
れ

ば
参
考
に
し
な
が
ら
意
見
交
換
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
公
民
館
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

図
書
・
視
聴
覚

委
員
会
で
は
季

節
に
合
わ
せ
て
壁

画
パ
ネ
ル
を
制
作

し
、
西
部
図
書
館

の
カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
や
絵
本
館
、
美
術
館

な
ど
巡
る
バ
ス
視
察
研
修
も
開
催
し
て
お

り
、
本
好
き
…
こ
と
に
絵
本
好
き
の
皆
さ

ま
に
は
好
評
で
す
。

　

委
員
会
活
動
を
よ
り
良
く
進
め
る
た

め
に
は
と
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
楽

し
く
！
を
モ
ッ
ト
ー
に
新
年
度
も
活
動
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
壁
画
パ
ネ
ル
、
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
！

　

ス
ポ
ー
ツ
の

語
源
は
「
気
晴

ら
し
を
す
る
」

「
日
常
を
離
れ
て

遊
ぶ
」
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
で
は
鎌
田
地
区
体

育
協
会
と
協
力
し
な
が
ら
、
心
に
余
裕

を
も
ち
、
健
康
で
快
適
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
企
画
を
考
え
て
、
皆

さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
町
会
の
垣
根
を
超
え
た
人
間
関
係

の
広
が
り
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
化
委
員
会
で
は
3

本
の
柱
（
健
康
増
進
・
歴

史
文
化
・
食
育
）
を
念

頭
に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や

各
種
の
講
座
開
催
な
ど

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
松
本
一

本
ね
ぎ
の
苗
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
し
、
収

穫
後
に
は
料
理
実
習
も
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
好
評
な
講
座
で
、
新
年
度
も
参
加
者
を
募
集

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
他
に
も
企
画
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
委
員

　

赤
穂　

勝
貴（
笹　

部
）

　

今
福　

圭
司（
征
矢
野
）

　

小
倉　

利
夫（
南
原
町
）

◎
鎌
倉　

弘
行（
両　

島
）

　

近
藤　

邦
人（
鎌　

田
）

　

深
澤　

久
江（
五
月
町
）

　

山
本　

英
明（
笹　

部
）

　

吉
野　

泰
正（
笹　

部
）

◆
運
営
委
員

　

鎌
倉　

弘
行（
両　

島
）

　

窪
田　

京
子（
南
原
町
）

　

小
岩
井
定
男（
高　

宮
）

　

中
田　

美
千（
井
川
城
上
区
）

　

南
雲
多
榮
子（
月
見
町
）

　

林　
　

清
吉（
両　

島
）

　

松
川　

靖
彦（
高　

宮
）

○
松
山　

雅
彦（
笹　

部
）

　

宮
沢　

生
式（
石
芝
東
）

◎
村
松　

昭
雄（
井
川
城
中
区
）

　

望
月　

敏
通（
並　

柳
）

鎌
田
地
区
公
民
館

専
門
委
員
の
紹
介

◆
館
報
編
集
委
員

　

小
林　

睦
和（
笹　

部
）

　

小
林　

嘉
美（
弥
生
町
）

　

小
山　

淳
一（
井
川
城
中
区
）

　

南
雲
多
榮
子（
月
見
町
）

◎
松
川　

靖
彦（
高　

宮
）

　

松
本　

捷
幸（
両　

島
）

◆
文
化
委
員

　

伊
藤　
　

徹（
鎌　

田
）

　

鎌
倉
む
つ
子（
両　

島
）

　

上
條　

玉
紀（
笹　

部
）

　

長
井
洋
八
郎（
高　

宮
）

◎
林　
　

清
吉（
両　

島
）

○
村
上
さ
よ
子（
五
月
町
）

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

　

大
濱　

マ
リ（
村
井
町
北
）

　

高
山
み
ゆ
き（
高　

宮
）

◎
中
田　

美
千（
井
川
城
上
区
）

　

林　
　

愛
弓
（　

渚　

）

　

前
澤　

裕
子（
征
矢
野
）

○
横
山　
　

怜（
井
川
城
下
区
）
※
五
十
音
順
・
敬
称
略

※
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

鎌田地区公民館は住民の皆さんが委員を務める５つの専門委員会が、
互いに連携しながら公民館の事業活動を盛り上げていきます。

公民館の主役は住民の皆さんです！

松川 靖彦

中田 美千

村松 昭雄

鎌倉 弘行

林 清吉

館報編集委員会

運営委員会

図書・視聴覚委員会スポーツ委員会

文化委員会
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揮毫　伊藤茂男氏
鎌田地区

平成31年3月１日現在
世帯数
　男
　女

8,934 戸
9,956 人
9,576 人

鎌田地区公民館発行者 公民館報編集委員会



「
新
し
い
時
代
の
公
民
館
を
考
え
よ
う
！
」

公
開
討
論
会

小学生も手伝いながら足半を作る 足半を吊るす

雑感
し
て
し
ま
う
。
面
白
い
と
思
っ
た

作
家
の
作
品
は
遡
っ
て
読
ん
で
み

る
。
天
井
ま
で
届
く
本
棚
が
ほ
し

い
。
本
に
囲
ま
れ
た
部
屋
は
夢
の

よ
う
だ
▼
神
社
や
仏
閣
、
お
城
を

巡
っ
て
御
朱
印
を
い
た
だ
く
？
中

学
の
修
学
旅
行
で
新
薬
師
寺
の
十

二
神
将
に
出
会
っ
て
以
来
、
仏
像

に
魅
入
ら
れ
た
。
戦
国
時
代
の
武

将
に
想
い
を
馳
せ
、
名
城
を
巡
る
。

だ
が
や
は
り
松
本
城
が
一
番
好
き

だ
。
御
朱
印
を
見
て
主
人
と
「
こ

の
字
は
素
晴
ら
し
い
ね
」
な
ど
と

分
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
語
る
▼

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
探
し
て
歩
く
？

全
国
に
は
色
々
な
ご
当
地
マ
ン
ホ

ー
ル
が
あ
り
、
見
た
こ
と
の
な
い

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
見
つ
け
る
と
、

と
て
も
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ス
マ
ホ
で
撮
影
し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
「
マ
ン
ホ
ー
ル
部
」
に
投

稿
す
る
。
た
く
さ
ん
の
い
い
ね
！

を
も
ら
っ
て
ご
満
悦
。
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
ガ
チ
ャ
を
や
り
こ
ん
で
家
族

に
は
呆
れ
ら
れ
る
▼
人
生
百
年
と

言
わ
れ
る
こ
の
頃
、
主
人
と
共
通

の
趣
味
が
あ
る
私
の
老
後
は
楽
し

み
で
い
っ
ぱ
い
だ
。 

（
小
林 

嘉
美
）

　

趣
味
を
聞
か
れ
る
と

何
と
答
え
れ
ば
良
い
か

迷
う
▼
読
書
？
雑
読
な

の
で
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
、
目
に
つ
い
て
興
味

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
購
入

　

今
回
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
両

島
の
コ
ト
ヨ
ウ
カ
行
事
（
国
の
選

択
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
見
学
会

で
、
足
半
草
履
作
り
や
八
日
念
仏

数
珠
回
し
な
ど
を
特
別
に
間
近
で

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
「
こ
の
村
に
は
こ

ん
な
大
き
な
草
履
を
履
く
大
男
が

い
る
」
と
疫
病
神
を
脅
し
て
そ
の

侵
入
を
防
ぎ
、
村
人
の
無
病
息
災

を
祈
る
も
の
で
、
保
存
会
の
皆
さ

ん
の
作
業
を
地
元
の
小
学
生
も
手

伝
い
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と

大
草
履
と
飾
り
物
・
数
珠
縄
を
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。
講
座
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
の
ぞ
き
込
ん
だ
り

メ
モ
を
取
っ
た
り
し
な
が
ら
熱
心

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
大
草
履
は
祭
壇
に
祀

り
、
そ
の
前
で
念
仏
を
唱
え
な
が

　

公
民
館
を
取
り
巻
く
環
境
に
厳

し
さ
が
増
す
な
か
、
公
民
館
の
在

り
方
を
模
索
す
る
公
開
討
論
会
が

１
月
27
日
、
鎌
田
地
区
公
民
館
で

地
区
内
外
の
約
30
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
公
民
館
長
か
ら
人
口
約

２
万
人
の
鎌
田
地
区
の
特
色
や
現

状
、
今
後
の
課
題
な
ど
が
提
起
さ

れ
、
話
題
提
供
者
の
手
塚
英
男
さ

ん
（
あ
が
た
の
森
文
化
会
館
初
代

館
長
）
が
戦
後
の
公
民
館
の
歩
み

を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
市
の
公
民
館
活
動
の
大
き

な
特
徴
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
地
域
課
題
の
学
習
や
実
践
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
あ
り
、
西

部
図
書
館
は
公
民
館
を
利
用
し
て

い
た
鎌
田
子
ど
も
文
庫
の
母
親
な

ど
が
中
心
と
な
っ
た
署
名
・
陳
情

に
よ
り
開
館
さ
れ
た
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。

　

急
遽
欠
席
さ
れ
た
矢
久
保
学
さ

ん
（
松
本
市
教
育
部
長
）
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
か
ら
も
「
公
民
館
は
文
化

教
養
を
学
ぶ
だ
け
の
施
設
で
は
な

く
、
地
域
づ
く
り
や
次
世
代
育
成
、

福
祉
な
ど
幅
広
い
役
割
を
持
つ
。

少
子
高
齢
化
や
科
学
技
術
が
進
む

な
か
で
、
社
会
教
育
を
中
心
と
し

た
公
民
館
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
」

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
民

の
一
人
と
し
て
今
後
の
公
民
館
の

在
り
方
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

ら
数
珠
と
数
珠
縄
を
回
し
た
後
、

大
草
履
を
南
北
の
旧
村
境
へ
運
び
、

昨
年
の
物
と
入
れ
替
え
て
木
に
吊

る
し
、
儀
式
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

三
九
郎
や
青
山
さ
ま
・
ぼ
ん
ぼ

ん
な
ど
、
ほ
か
に
も
長
く
続
い
て

い
る
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。
行

事
の
深
い
意
味
ま
で
は
理
解
で
き

な
く
て
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は
と

に
か
く
参
加
し
て
大
人
た
ち
と
交

わ
る
な
か
で
、
伝
統
行
事
や
地
域

に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

「
両
島
の
お
八
日
念
仏
と

  

足あ
し

半な
か

」
見
学
会

鎌
田
お
宝
講
座

ー
第
４
回
ー

八日念仏数珠回し

　
　

鎌
田
地
区
の
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
鎌
田
お
宝
講
座
が

　

文
化
委
員
会
の
主
催
で
２
月
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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